






















　　Rapid national economic growth and car ownership continue to increase rapidly and 
with that a demand for oil has similarly increased leading China to begin turning into an 
oil importer from 1993.
　　China’s oil consumption had increased at an annual rate of 6.66 per cent during the 
past decade. On the other hand, annual increase rate of domestic oil output is only 1.75 per 
cent. How stable oil supply can be secured is a serious problem that maintains favorable 
development of the national economy, and is related to the realization of the afﬂuent soci-























strategy guidance group which made Wen Jiabao (the Prime Minister of China) a group 
leader was started up.
　　Three government-owned oil companies in China not only put a great deal of effort 
into domestic oil exploration and development, but also strengthen international coopera-
tion of oil development with mode, such as technical cooperation, stock entry, buying 
over, and merger. This research aims to grasp the present conditions of oil production, oil 
demand, and oil market supply by analyzing China’ new oil strategy from four aspects 
such as the main points of oil strategy, details, present conditions, future prospect.
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2005年は 1.5億トン、2010年は 1.8億トン、2015年は 2億トンに達すると分析されて
いる。1993年中国が石油輸入国となって以来、中国の石油輸入量は年々増え、1994年の
年間290トンから2004年の1.44億トンまで増加した。石油の外国依存度は1994年の1.9％





















































国の原油の生産量が 2010年には 2億トンと、2020年には 2.2億と推測される。それに
対して 2010年の生産不足分は 1.5億トン、さらに 2020年では 4億トン近く達すると推
測される。
　目下、中東地域は中国の石油輸入量の 50％を占めて、依存の度合が一位となっており、































　また、中国環球工程公司は 2005年 6月 14日に中国石油・天燃ガス集団公司の傘下に
置かれ、子会社となった。業界内の関係者がこれによって中国の石油精製能力と石油化学
能力、世界における競争力が高められると指摘している。
　中国政府は石油確保戦略の視点から再調整を行い、西側の石油地質専門家たちの言った
世界レベルの「4大 2新貴（4大は中東、メキシコ湾、シベリア、南中国海；2新貴はカ
スピ海とアフリカ）」のうち、とくに石油、ガス豊富地域の一つである南中国海に目をつ
ける。
　現在、南中国海周辺諸国の中には「早い者勝ち」のように、既に当該区域で三十数カ所
の油田、ガス田の開発を推進している国もある。去年の 8月に中国全人代委員長の呉邦
国氏がフィリピンを訪問した際、フィリピン政府と共同で南中国海の石油を開発する意向
を確認した。その 11月に政府代表団をフィリピンへ派遣し、石油共同開発の交渉が行わ
れたという。
　ロシアは中国と日本の 2国間との石油パイプラインの計画を何回も変更したが、中ロ
両国首脳の努力と決断で中国への分岐ラインを優先に建設することを決めた。特に去年か
ら世界に進出する大きな動きとして、5月 26日に中国石油公司とウズベキスタン石油・
ガス会社と合資でウズベキスタンの石油・ガスを開発する協定にサインし、探査、採油、
精製の各領域において業務を提携することを決めた。さらに 6月 12日に中国石油公司は
湾岸国のオマーン国のオマーン石油会社と協力の覚え書きにサインし、翌日の 13日にア
ラブ首長国連邦の国家石油会社（ADNOC）と石油分野で協力の覚え書きにサインした。
8月22日に中国石油公司が41億ドルでカザフスタン石油会社を買収したことを宣告した。
これらは中国の石油に関する一連の出来事であって、今後、その活動も一層活発すると予
測される。
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注
1　国民全体の生活水準が高くなり、やや裕福であり、ゆとりのある社会
2　中国石油集団総公司、中国海洋石油集団総公司、中国石油化学集団総公司
3　国有三大石油会社の業務内容に関する規定
　世界全体のエネルギー発展の道を振り返ってみると、石油、天然ガス、原子力といった
エネルギーは 21世紀において、それぞれの優勢が発揮され、最終的には石油の一部は石炭、
原子力によって代わると専門家たちが指摘している。
　新しいエネルギーとしての、物質エネルギー、太陽エネルギー、風力エネルギー、地下
熱エネルギー、海洋エネルギー、水素エネルギーなどの潜在力が大きく、それに大気、環
境に対する汚染もあまり無く、日増しに重視されるが、近い将来現在のエネルギーにとっ
て代わることができないと考えられる。
